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　高知県には末解放部落（以下部落と略称する）が約80（聚落の数え方によってその数はかわる）
ある．人口は約５万である．高知県総人口約87万（昭和38年４月30日現在）であるから, 100人の
うち６人が部落民ということになる．高知県の部落のうち約４割は海岸にある．しかも，臨海部落
は大体大きく，総世帯数の約５割５分までが海岸にすんでいることになる．海岸沿いにこのように
部落が多いということは，全国にも珍しいことである．
　土佐藤の差別政策は柚藩に比して厳しく，禁令がしばしばでゝいる．
　安永九年十二月(1780)百姓宅座上の禁，通行昼七つ時限りとする．
　寛政十-一年六月(1796)風俗取締令（男の本結，女の笥を禁ず．）
　その後あいつゝいてでている，文化三年･(1806)衣服入質の禁，文化十二年(1815)農作物入質
の禁，文政元年(1818)農地売買禁止，文政六年(1823)漁業雇入禁止，天保十年(1839)男前わ
げ，女櫛巻外わげの禁．弘化三非(1846)京都本願仙，堺善教寺参詣禁止令などがこれである.
　（平尾道雄　高知県部落史研究資料）
　とくに，文政六年の漁業雇入禁止令は，海岸沿に住む稿多にとってはむごい禁令である．荒浜に
住ませられたかれらに一体何で生業を立てよというのであろうか．滝川政次郎氏も「殊に秘多に対
して最も残酷極まる制限を加えたのは土佐藤であって」といってそのきびしい禁令の数々を紹介し
ている;（滝川政次郎著　日本社会史　Ｐ.340）
　これら禁令が幕末になって相つゾいて出されていることを見のかしてはならない．徳川幕府は
1603年から1867年までつドいているがその幕末の約90年間に禁令がでていることになる．幕藩体制
がぐらつきはじめ，百姓町人どもの不平不満もたかまり，これを紛らしなだめる意味で，差別をき
びしく命じ，身分制度を無理にたてなおそうとしたのである．それをうら書きするように，部落の
人口もこの頃から急増lしだした．
　天和三年の家老月番記録によれば「かわた千六百四十一人」とある．天和三年将軍家光三十三回忌
を行なうに当り，幕府が窮民に施行米を出そうとして，全国に布令して窮民の数を報告せしめてい
る．この時に土佐藩から報告した数が，采れである．また「楠目氏覚書」によれば，その頃の土佐
の人口は3L587人である．時代か下り，「筆生役場万拍」によれば，明治３年の土佐の人口497,086
人，欄多16,894人（男8,609人，女8,285人，戸数3,395戸）とある．天和三年より明治三年までは
187年になる．その間，土佐の人口が1.6倍に増加しているのに，部落民は10.3倍に増加しているこ
とになる．この部落民の人口増加は，たんなる自然増でなく，念激な社会増とみるべきであろう．
政治権力をもってして，窮民や罪人たちを強制的に部落に追いこんだものと思われる．「太郎丸物
語」の次の文章はこれをうら書している.
　　「亨保十七，八年の頃は諸国うんか付，農作実のらず，春夏に至ては大飢餓，飢入多く，韮生郷
五拾四名の中にも早々渇命に及ぶ者数を知らず，捨置かたき者ども長浜村非人小屋へ入る．（宝永
二年小高坂より長浜村へ引ける也）公儀より御かくまひなされて，之をふご持脆（御普請御用意）
極に編む．是を買上被仰附となり，然に此御小屋に入る者，当代出世精進する事故障有り．夫故義
強き者等は咄き死しても得こそ集るましと云うて居る者も有り．」
　　（こゝでいう非人小忌は賤民小屋ととるべきであり，微多と非民を峻別すべきでぱなかろう．）
／
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　また，生存競争の落伍者の中には，自から部落に入りこんで行ったものもあろう．この頃になる
と，－たん番人となり，皮革を作り，草履を編み,’いわゆる「下り職」に従事すれば文字どおり身
分が下ってしまい，そこに固定されてしまった．このようにしてこの頃，部落民が念増したのであ
る.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘i
　ともかく，土佐藤における部落差別は幕末近くになってはげしくなった．明治４年，太政官布告
第六十一号「稿多非人ノ称ヲ廃止セラレ候．身分職業共平民同様タルベ手事」が出されたか，土佐
では百姓たちがこれに反対して一揆をおこしている.明治４年12月，池川，越知など吾北一帯にお
こった「百姓秘多なされて何の用通がある」といっ七騒いだ例の膏取り一揆がこれである．
　高知人には，今なお差別観念がつよい．これか，いろいろな差別問題をおこしてきた．最近，と
くに問題になったものを挙げてみても十指にあまるのである．敷島紡績女工採用問題（昭30. 3.
１）弘岡中学校Ｓ教謝伺題（昭31. 1. 27) K警部補（警察学校教官）事件（昭3ﾄ　？）三原小学校
（幡多郡）Ｈ校長問題（昭33. 5. 8)清水市長選挙，福島克明候補の差別言辞事件（昭33. 8.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　i　j11）須崎市浦内差別陽害事件（昭34. 6.？）中村市利岡小学校Ｍ教諭問題（昭34. 6. 25)南国
市野中地区民に対する簡易住宅購入妨害事件（昭351　4. 8)赤岡町Ｓ町議事件（昭35. 4. 15)
奈半利町Ｔ巡査少女迎行事件（昭35. 3. 22)吉良肌|町差別事件（昭37. 10. 16)など大体毎年，
問題をおこしている．　　　　　　　　　　　　　く
　もちろん，たら他府県より問題か多いというだ.けではなく，解放同盟高知県連などの働きかけ
によって，部落民の意識か高く，差別をう･けても泣寝入/りするものが少く，堂々とこれを乱弾して
いることも見のがしてはならない．　　　　　　　ﾌ,･　　・
　つぎに，高知県の解放迎動について述べてみよケ．昭和2=1年に部落解放全国委員会か全国水平社
の伝統をうけつぎ再出発した．とくに，昭和８年全国水平圭11第11回大会の決議「……朔･S落民の日常
要求を組織し強力な斗争を遂行する事によって封建的身分差別に対する斗争の意義と目標を明かに
し……」を再確認した．高知県,にも，剛洞委員会之）支部が結成されている．この解放委員会が約
10年間活動して解放運動を広範に組織しきた．だ皿ﾌﾞ，部祐解放委員会なる名称は「部落大衆に，
何加えらい人々の集りであるかのような印象を与えト組織に対して親しみにくい考えを抱かせた」
と反省され，名を部落解放全国同盟と改めた．昭和30年「名実共に部落大衆そのものを勁員し組織
し得る大衆団体に生れ変ろうと決意した」．高知県にも同年，同同盟高知
町田徳蔵（高知市々会議員）氏がおされた．　　４
　高知県友愛会という団体か翔和27年に結成されｔlい乱会長には大野武夫氏がおされている．こ
の会の趣旨は「同和問題に対して友愛の精神をもづて結合し，各関係のある諸機関との辿絡陶整を
つとめ，問題解決の為に挺身しよう」というにある｀･．友愛会は解放同盟と，つぎの三つの点てこと
なっている．その解放運動が友愛精袖に基き，階涙的斗争谷さける．次に会員をｰ一般，部落の別な
く集める．最後に解放同盟は全円的な組織である力ち友愛会は高知県内の組織である．|ぷ|的な組織である力も友愛会は高知県内の組織である．
なお，解放団体高知県連合会が昭和31年より発足lした..「本会は県下の各市町村において部落解
放のために活動し，本会の綱領規約を承認する各種i団休をもって構成する」（規約第３条）のであ
る．解放同盟，友愛会その他の団休を広く連合しよ1うというのである．会長は逗部寿太郎氏であっ
た．
? ? ? ?
　昭和33年度の解放団体高知県連合会大会においで，向連合会を発展的に解消して全国的に組織を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　　　　●．もつ解放同盟に吸収統一することにした．これに反対して，一部のものが退場した．
　勤評斗争にさいして，解放同盟が先頭切って斗う1こどに反対するうごきが漸くめだ･つてきた．つ
いに昭和36年，高知県同和会が生れた．階級斗争在芦けて，部落民の反省向上，同和行政の振興な
どをモットーにしている．会長は森岡深大氏である，　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二）
　さて，同和教育の戦後におけるうごきを見てみよう．このうごきは，つぎの四つの時期に分ける
ことができる．
　第１期　終戦より昭和30年頃まで．福祉教員が活躍した時期．　｀
　第２期　昭和30年頃より同33年頃まで．公選制県教委が中心となって同和教育をおし進めた時
期．
　第３期　昭和33年頃より同35年頃まで．前評斗争のはげしい頃の同和教育．
　第４期　昭和35年頃より現在．勤評体制下の同和教育.▽
　まづ，第１期から説明しよう．高知市朝倉中学校長谷内照義氏は新制中学校発足（昭和22年４月
１日）当初から同26年３月まで教諭として朝倉中学校に勤務していた．同校校区には三つの同和地
区をもち，生徒総数約500のうち約150が同和地区から通学している．かれらの一部のものは欠席が
ちで学力か低かった．他の生徒と一緒に学習できず，つい騒いだり，いたずらをしがちであったと
いう．谷内教諭は，これら学力の低いものをあつめて，特別学級を作り，こゝで学力のおくれを取
りもどす為の特別補習授業を熱心にやった．はじめは，生徒たちは，なかなかついてきてくれなか
ったが，ねばり強く熱心に指導をつ引けたら，やがて，少しづゝではあるか学習意欲をもちはじめ
た，学力も少しづゝつき，学力がつくと，また学習意欲も次第に高まってきた．
　また，谷内教諭は，同和地区に多い未就学，長欠生に働きかけた．しばしば家庭訪問をして熱心
に登校をうながした．これか次第に成功して，多くのものか登校しだした．
　新制中学校発足当時は，全国的に未就学・長欠生か多くて，大きな問題となっていた．この点で
も，谷内教諭の実践は，当時，高く評価された．これか示唆となり，のちの福祉教員制度を生むこ
とになるのであ,る．
　昭和25年にはじめて，総員28名の福祉教員が任命された．高知県の福祉教員は授業をも’たず，専
ら福祉教育を担当している．こゝで福ﾈ1L教育というのは，広く異常児，盲聾児，同和地区の子ども
など，およそ不幸な子どもたちの福祉を増進するための教育である.･同年に福祉教育研究協議会が
設立され，会長に福吉利雄（当時朝倉中学校長）氏が，幹事に上岡武猪（当時聾学校教諭）氏がそ
れぞれ選ばれている．同和教育は福祉教育の大きな分野をしめているか，その全部ではない．同協
議会は四つの部を構成し「おのおの具体的諸方策の研究と実践をする」（同協議会々則第２条）こ
とになっている．四つの部とは第１部異常児教育，第２部就学督励，第３部同和教育，第４部盲聾
児教育の四つである．
　はじめて任命された28名の福祉教員は，そのうぢ22名が同和地区を含む学校に，残りの６名は精
薄兄の教育にそれぞれ配置された．昭和31年度にこれが総員38名に増員されている．その配置先は
つぎの通りである．
　小　学　校
　　奈半利;赤岡（昭和31年度より特殊学級にきりかえ）長岡，朝倉，長浜，戸波，山田，本山，
　　弘岡中，須崎，興津，清水巴
　精薄児教育を主としてやる学校としてつぎの六校
　　安芸第一，旭，昭和，三里，伊野，中村
　中　学　校
　　室戸，吉良川，奈半利，安田，安芸，赤岡，鳶ヶ池，潮江，朝倉，南海，宇佐，戸波，須崎，
　　大方，宿毛
　昭和31年度よりつぎの３ヵ所に中学校教員３名を福祉教員として派遣する．
　　南海学園　大篠中小学校分室として，精薄児約30名を指導させる．
22 高知大学学部叫究報告　　第13巷　　人文科学　　第３号一一-一一一一一一－一一一一　　　一一一一
　　日赤療養所　昭和小学校分室として病欠生徒の指導
　　幡多療養所　中村中学校分室として病欠生徒の指導
　福祉教員は教貝磨も古く，人格識見とくにすぐれたものか選ばれた．はじめ，かれらの活勁は出
席督励に集中され，その成績に目ざましいものがあった．福祉教員制度が発足して僅か３，４年の
うちに不就学・長欠児（生）を激減させている．とくに高知市の向和地区をもつ小・中学校に配置
された福祉教員たちは涙ぐましい努力をつｙけた結果，昭和28年にすでに，不就学児（生）はほと
んどなくなっている．不就学児（生）及び長欠児（生）の激減ぶりをつぎの表で示してみよう．
　　　　　　　　　　　高　知　市　に　お　け　る　不　就　学　児（生）数
へ　　　　　校　名
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　　要項説明　Ａ．長欠・不就学児（生）総数，　Ｂ．そのうち同和地区出身者，　Ｃ．Ｂ／Ａ％
　未就学児（生）に比して長欠児（生）はなかなか減らなかったようである，なお，高知市に比し
て郡部校における未就学・長欠児（生）はなかなか減っていないようである．
　つぎに，高知市における当時の出席率をグラフぞしめしてみよう．
戦　後　高　知　県　同　和　教　育　略　史　（柴津）
－--一一
25
　福祉教育協議会は公選制教委の協力のもとに毎年１回，福祉教育研究発表会を開いてきた．昭和
25年　朝倉小学校，同26年　室戸中学校，同27年　赤岡小学校，同28年　安芸中学校，同29年　大
方中学校，同30年　聾学校，同31年　須崎中学校などにおいてそれぞれ発表会が行なわれてきた．
　昭28年　第４回発表会（安芸中学校）における安芸中学校福祉教員川島茂生氏の発表記録を紹介
してみよう．
一，福祉教育の機構
　ａ　校　　　内
　　1.学級学年主任（毎朝欠席調査，出席督励日誌，生徒受入責任，学年会一毎週火曜日に
歌汰町巻皿
　　開き福祉関係問題を協議するｰ）　　　　　　　　　　．
　２．福祉係（出席督励，面接指導，総務会，職員会提案……吋
　3.校長，教頭（……略）　　　　　　　　’
　4.総務会（……U洛）　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　5.職員会（……11略）
　ｂ　校　　　外　安芸地区児童生徒福祉対策協議会を設立する.これは学校を中心にPTA,
　町教委，少年保護婦人会，公民館，背年団，婦人会，児童委員審議会，家庭裁判所，警察署
　などで構成されている．
二，受　入　対　策
　ａ　校内対策
　1.学内で教師対生徒，生徒対生徒の温い人間関係を.
　2.個人指導により長欠生徒の学習上，共同生活上，適応力に欠けた点をなおす.
　3.能力別指砿学力遅延の補充対策として，知的理解を要する教科は水準を下げてカリキ
　　ュラムを編成する.
　4.生活綴方を通して，生徒の性格，家庭環境，交友関係などを理解する.
　5.職業的生産教育をｍ視し，劣等児に参加できる仕事を与え……略
ｂ　校外対策
　　1.
　　2.
　　3.
三，経･
義務教育に対する父兄の啓蒙
家庭訪問
? ? ? ?
安芸地区児童生徒福祉対策協議会就学督励班との連絡協議
済　政　策……雌i
　以上のような綿密な計画のもとに安芸中学校の福祉教育力りいめられて，着々功をおさめてき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　114　　　丿だ．当時，高知新聞（昭31. 5. 20)はこれを「実を給んだ福祉教育」という見出しでつぎのよう
に報告している．　　　　　　　　　　　　　　　ｊ
　　「同中学は昭和26年在籍872名の生徒中154名が欠席して以来，少い年でも84名が欠席していた
が，川島福祉教諭ら３名の教諭か戸別訪問，個別指導など行なって熱心に指導した結果，生徒も発
恒，昨年秋から毎月99％の出席率を続けて来た．　／
　この出席率向上は今春進学，就職にもひゞ゛き, 221名の卒業生中128名が進学，就職89名で就職未
定僅か４名という好成績を得た.」福祉教育が実を結んだのは，何も安芸中学校だけではなかった．
また，福祉教員たちはたｙ出席率を向上させれだけではなく，生徒の非行問題にも取組んでいる．
暴力沙汰，農作物あらしなど殆んどなくなってきた．某中学校では教師にとびかゝつてくるような
生徒もいたか，その後一切暴力行為がかげをひそめ，言葉遣いまでがよくなった．某地区の不良少
年団も主として福祉教員の指導で解消されていったj･ .‥‥などといわれている．
　ともかく，この頃の高知県の福祉教員の活勁はすばらしいものである．だｙし福祉教員かすばら
しくなればるるほど，外の教師たちはこれについてゆけず，これらの間に清かできたことは事実で
ある．「長欠や非行は，福祉教員まかせ，自分たちはたｙ教科を教えたらよい」といった態度が多
くの教師の間に生れてきた．また，福祉教員か長欠児（生）を苦労しても学校につれてきても，外
の大多数の教師が，かれらを温く教育的に迎え入れ,ようとしないところに問題がおこった．
　福祉教員のうちには，子どもの長欠や非行ととり挺んでいるうちに，部落問題を科学的にほりさ
げていくものが多くなってきた．政治や経済の壁にぶつかり，しみじみと教育の限界を感ずるよう
になった．教育観や政治感覚の上でも，他の教師とのずれかめだち始めた．やがて，先進的な福祉
教員のなかには，福祉教員制度そのものを疑うものがで八
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に関心をもち，福祉教育を熱心にすゝめるためには，少数の福祉教員の活動か，-かえって妨害にな
るというのである．．
　高知の「底辺教育」は有名である．同教組の教研集会がこれをとくに普及させた．さて底辺教育
とはどういう教育であろうか．これを最初1ひら出しだのは，福祉教育をさかんにやっていた当時
の安芸中学校の校長入野照喜氏であるらしい．ともかく底辺におしこめられた不幸な子どもたちを
こそ大事にしようという福祉教育が生み出した教育理念である．
　たゞ｀し，この言葉の意味は使う人によって，まちまちである．民主主義は弱者への道である．し
たがって，民主教育は底辺に悩んでいる子どもをこそ，まづ大事にしなければならない……という
もの．底辺をあげたら，頂点も上る．落伍者をつくらず，みんなに力をつける教育である……とい
うもの，掃除のさい，すみの塵を拾うものは，真中の塵をば当然ひらう．できる子ども，よい子ど
もを中心に教える教師は，ついできない悪い子どもを教室のすみにおいやってしまう．底辺の子ど
もを中心に教えてこそ，すべての子どもに平等に気をくばることかできる……というものなどな
ど．
　ともかく「底辺教育」は生硬な概念である．これに対する反発意見も強い．できない子どもに調
子を合わせるレベル・ダウンの教育．できない子ども，悪い子どもを中心の教育は普通児（生）以
上に粗末にし，結局，かれらを私立校へおいやることになる．能力差のまだつかない小学校低学年
までは，底辺教育もよいが，中学校，高校にまでこれらをおし広めようとするのは，理想と現実の
ギャップを無視する暴挙である……などなど．これら反対意見は，みな一応，底辺教育の弱点をつ
いている．
　筆者は底辺教育は指導理念であって，方法概念ではないと思う．つまり，とかく立身出世主義の
教育になりがちの昨今である．自分の成績や進学のみを考えないように，みんなで勉強してみんな
の力をつけよう，できない子やぐれかゝつた子をも，自分たちの仲間に引き入れていこうという願
いをあらわしている．今日の言葉でいえば，集団主義教育である．底辺にどのように力を入れる
か，普通児以上の教育を実際にどうするか……など方法について論じた概念ではない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三）
　谷内照義氏が県教委の社会教育主事に･なったのは，昭和26年４月のことである．当時の県教委は
公選制で，高校全入制をもりたて，同和教育を推進し，福祉教員をよくはげました．とくに，谷内
主事は福祉教員のよき話し相手となった．
　また，かれは，解放同盟ともよく辿絡をとり，しばしば，同和教育指導者腕習会をひらいた．香
美郡夜須町手結の海浜学校において行なわれた講習会（昭和31年８月18日～20日）は解放運動と同
和教育の指針をうちだし，多くの指導者を作りだした．その時の井上清氏の講演「歴史からみた部
落問題並びに部落解放運動の歴史について」は出席者に深い感銘を与えた．のち高知県社会福祉協
議会から出版されて，広く読まれている．同協議会の会長は高知市長氏原一郎氏であり事務局長は
藤平栄氏である．
　谷内氏を中心として，県教委社会課は社会教育における同和教育をすゝめた．藤平栄氏や桂井和
雄（高知県福祉事業団事務局長）氏らがこれを助けている．つぎの４つの仕事をしてきた.
　1.地区別研究協議会．毎年地区で研究指定の集会をもってきた．また，大体，年１回郡市別に
研究協議会を開いている.
　2.市町村青年団指導者の育成．同和地区の青年団はがいして組織が弱く，その活動か不活発で
ある．青年団の中心になる優秀な青年の発見とその育成に努力した．種々の研究会や講習会に出席
させて，指導者としての資質を向上させてきた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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差別事象の処理．ひんぴんとしておこる差別事象を，感情的に，個人主義的な銃弾に陥るこ
となく，合理的に処理してきた．　　　　　　　　，
　４．団体の育成．部落の婦人団体や青年団の育成にっとめた．とくに青年団の育成に努力した．
長浜（倖丿部）青年団はみごとに育ち昭和29年度に，県教委から優良青年団として表彰されている．
　その他，谷内主事は啓蒙のために多くの出版をしている．「同和教育の理解のために」（昭. 28.
3）「今日も机にあの子がいない」（昭. 29.？）「明るい社会を子ども等に」（昭. 30. 10)「部落
の歴史を知るために」（昭,31. 8)などかその主なものであ,る.’良心的教師や福祉教員や学者たち
の論文をのせ，同和教育推進の資料とした，第１期と第２期とはさい然と分けることができない．
谷内氏が社会教育課の重鎮となり社会教育課が高知県同和教育のリーダーシップをとり出しだの
は，かれが社会教育課に入っから２・３年のちのごとである．この頃から勤評斗争がはじまる昭和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●　　　　l　　　　　・
33年頃まで第２期として一時期を画したい．
　昭和33年２月11日，高校長会で県教委は，はじめて公式に勤評早期実施を指示した．いよいよ本
格的にはげしい勤評斗争が展開されていった．同35年までは県教組は勤評を実施するような県教委
とは一切研究会を共催しないことを宣言した．今まで谷内主事は県教組の組織をとおして同和教育
の普及と徹底をはかってきた．なお，昭和31年から任命制教委か発足し，かれが解放同盟や教組と
の提携のもとに同和教育をすゝめることは困難になったことは事実である．（昭和3飼こ４月に社会
教育課から指導課に転じ，後任に福岡弘幸氏が社会教育主事になっている.）
　県教委の指導課や社会教育課が県費によって研究会を開いても，教組は組合員に出席しないよう
指令した．費用は県教委からでハ実際は県教組が主催する同和教育研究会という変則的な研究会
が当時もたれた．その大きなものが，昭和33年７月28～30日の第７回部落問題夏期講座（部落問題
研究所と県教組の共催）と昭和34年２月22日の四国地方同和教育研究会である．勤評は教師を差別
分裂においこもうというのである．そんな勤評を無理じいする県教委がほんものの同和教育などで
きる筈かないといって，同和教育研究会を県教委と共催することを拒んだのである．県教委は何も
県教組と共催をはじめから望んでいたのではない．県教委だけで研究会を主催しても，教師たちは
組合の指令を守って出席しなかった．そこで，せめて県教組との共催をとねがったが，それも許1さ
れなかったのである．　　　　　　　　　　　　　　　，
　勤評斗争を契機に高知県の同和教育は新しい段階比入ったのである．これか第３期である．権力
と対決する同和教育，対独占の同和教育ということがこの頃からさかんにいわれだした．昭和34年
２月22日の四国地方同和教育研究会で行なった井上清氏の講演「国民教育における同和教育」は高
知県の教師たちに多大の感銘を与えた．井上氏は卜者づ，部落と独占資本の関係を論じて，部落は
たんなる封建遺制ではない．日本独占資本か部落を部落として残して利用しているのである．解放
迎動とは封建遺制から解放ではなく，独占資本に対する斗いでなければならない……などいってい
る．この点で同和教育方針（全国同和教育研究協議会, 1958年５月）の目標が間違っていることを
指摘した．「同和教育とは，日本社会のしくみのなかに根強く残されている封建遺制を解決し，国
民のすべてが|自|力で豊かな生活を営むことができる社会を築くために行なわれる教育である」とい
って対独占の姿勢が全然でゝいないことをつくのである．
　なお，いろいろな同指針の間違いを鋭くついていjる．同和教育は民主教育の中核をなす教育であ
るという主張にも反論している．部落解放迎動は日本の民主主義運動あるいは国民解放迎動の中核
であると規定できないではないか．「部落問題こそ日本社会の矛盾の基本的な形象を最も端的に暴
露している……」という考えがこの中核論を生んでいる．以代日本の根本矛盾は独占資本の矛盾，
　（米帝国主義と結んだ日本独占主義の矛盾）である．したがって日本の民主運動の中核であり，ま
た前衛であるものは労働者階級解放の斗争である／
　部落解放迎動はこの労働者階級の斗争と結合しなければならない．そうだとすれば，自然，民主
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教育のI中核は労働者階級解放･の教育であるということになる･･…･といっている．
　また，･国民解放運動という概念のもとに，何でもかでも差別に還元してはならない．指針は「国
民はさまざまな立場において，差別からいまだ解放されないでいる．そういう実態のうちでも，特
に差別の加重の最底辺におかれて……」いるといっている．部落差別を「人種，信条，性別，社会
的身分，門地，貧富など」の差別一般と混同してしまっている．同和教育を部落対策教育として特
殊化せず，ひろく全国化しようという気持は分るが，部落差別の独’自性にとりくむ姿勢を失ってい
ることを指摘している.
　さいごに対象と方法をはっきり区別すべきだと主張する．「へき地教育.基地の子ども守る教育，
朝鮮人教育，母子家庭，東北における子などの問題は，その現象はそれぞれ異なっているが，同じ
く日本社会の差別的矛盾の問題であ’り，部落の問題と深くつながるものがある．そして，子どもの
現実の問題と取り組もうどいう方向，ねらいはほとんど同じである……」と指針ではいっている．
井上氏はいう．高知の報告書‘（日教組教研集会）の「同和教育を広い視野で見れば僻地教育，おく
れた子や貧困児対策……などすべて同和教育の考え方と一致するはずである」というのも，この文
章’自身が示しているように，同和教育の基本的な考え方と僻地教育等々の考え方すなわち方法とは
基木的には一致するという方法の欄題であって対象の問題･とはなってお’りません」と．日記や作文
指導，集団主義指導など，すべてのめぐまれない干どもの教育に一能に通ずる方法である．･同和教
育･にもこれらを大いにとり入れたばならない．しかし，･同和教育の対象は部落の子どもで･ある．そ
の教育にはぎら独=自のねらいが立てられなければならない･･…･と･しゝつている．
　この講演は「るねさんす」（県教組機具誌) 13,3号」にのり，多くの高知県の教師に読まれた．
　昭和34年11月t7～1ｔ日，第11回全因同和教育研究大会が高知市で聞かれた．勤評斗争をはげしく
斗っている高知県の教師たちは，この井上理窟にも導かれて，全同教協･の同和教育指針をはげしく
非難した．「みんなのためiに，みんなでとり組む同和教育」の無方向性をついた．独.占資本主義と
対決する同和教育でなければならないことを強調した．融和教育を地でいっでいるも･の，文部省の
道徳教育を忠哭に行なうことで，立派に同和教育はやれ･ると信じこんでいるもの，はては，いろい
ろな同和教育をひろく集約して巾ひろいものにしようという全同教協の幹部たち･･‥‥･な,ど他府県か
らきた多くの教師たちは独･占対決の同和教育論には全く驚かされて終った．
　驚きが，やがて高知の教師たちへの非難となってはね返ってきた．対独･占をお題目みたいに唱え
ていてもわからない．対独占をどのように教育現場で実践･しているjのか，教えてほしい,というので
ある．これには，当時に勤評斗争･にあけくれていた高知の教師たちは答えようもなかったのであ
る．
　対独占の伺和教育といっても，何も，みんなを革命の斗士･にしたてるこ,とを意味しな･い.‘部落と
独占資本の伺係を深く理解･し，労働者階級解放運動どの結びっきをうね犯考え，解放運動の地味な
担手となれるように教育するのである．それには丈夫な休･をきたえ，学力をしっかりつlけ，矛盾を
見ぬける知えと勇気をもたせ，すぐれた生産技術を身jにつけさせる教育を，静かにねばぐり強ぐ行な
うのである.り特別にいさましい教育をするのでも何でもない．だ眉悍放の方向をみさだめ，こつこ
つ学習させていくのである．勤評斗争を通じて，権力･のすさまじい実態を知った教:師たちは，息の
ながい斗いを考えはじめ，このような同和教育の方法を理解していったのである．
　なお，勤評斗争を契機゛に高知県の先登的な教師たち社，多く同和教育にとびこんでいった．今ま
で，県教組は比較的，同和教育忙冷淡であった．井上氏も指摘Iしている．全入斗争や勤評斗争にあ
れだけ，熱心に斗っでいる県教組が／同和教育忙は，妙Iに，不熱心である．全入をつぶし勤評を強
肪しようという県教委の方が,I逆゛に／同和教背に熱心である．しかし，勤評を実施しようという県
教委はほんものの同和教育などできるもので=はないと．この県教組もこ.の頃から／同和教育に本腰
を入れだしたのである．これがつぎの第４期，勤評体制下の同和教育に実を結んでいくのである．
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　昭和35年の中頃までにほとんどの学校は前評害を提出してしまった．さしも激しかった教組の抵
抗も漸く限界が見え，急に後退しはじめ･だ．つまり勤評体制か次第にかためられていった．この体
制の中で独りこの体制の中でこ.の体制と斗ったものは，各同和地区であり，前評を契機に同和教育
にとびこんでいった活動家教師たちである．県教組も解放同盟の支援のもとに勤評斗争をつｙけた
のである．
　県教委はぶ骨に勤評斗争に対する報復人事を行なった．斗争の先きやりをつとめた活動家教師を
僻地に左辺した．しかも１年毎に僻地から僻地へとかれらを異勁させた．同和地区においても同じ
である．同和教育に熱心になった活前家たちは，子どもからも，地域からも信頼された．しかも，
かれらは，勤評体制に抵抗し，校長を批判し，教委に反対した．かれらの多くも１年単位で他にと
はされた．同和地区の父母たちは，このような教師の人事異動に憤慨して，地教委，県教委にせま
り，異動の取り消しをつよ･く要求した．いれられないと子どもたちを同盟休校させた.，こ･の同盟休
校がくりかえされ，学校は困乱した．地教委の責任者は責任をとって多く辞職した．その主なもの
をつぎにあげる．
　鳶ヶ池中学校，長岡小学校．第１次盟休（南国市教委）昭和35. 4 .同，第２次盟休，昭和36.
4.久礼中今校盟休（中土佐村教委）昭36. 4.興郎中学校盟休（窪川町教委）昭36. 4～IIB37.
9にかけての第４次までの盟休．赤岡中学校盟休（赤岡町教委）昭36. 4.　　　　　犬
　昭和33年から同35年にかけての前評斗争で現場があれたことは事実である．子どもや父母の教師
に対する不信も高まった．昭35年の終りころから斗争も一段落つき，現場もいい心味においても悪
い意味においても一応落着いた．つまり，教育現場の秩序が回復されたのである．多くの人はこれ
を教育の正常化といってよろこんでいる．しかし，秩序の回復とは一体どういうものであろうか.
　「秩序とは多く，より豊かな充実した生活を求めようとする多数者の要求をおさえて，小数者を保
匝することにある」（Ｈ・ラスキ）まさしく，その通りである．莫実をつらぬき，より豊かな教育
をのぞんでいる教師大衆をおさえつけ，一部権力者が前評を強行するための秩序である．「テスト
はあれども授業かない，授業があれども教育がない」といった教室で無理やりに子どもたちにテス
トをおしつける学校側の秩序であろう．　　　　　　;，　　　Ｉ
　同和地区の一部の中学校では，この正常化かすゝんでいなら．盟休をめぐっての父目:，地区の対
立，教師の勤評体制による分裂などかたゝつてまだ荒れているのである．この荒れをたゞもとの秩
序にもどそうとしても，それは不可能である．いや，それは間迩いである．勤評斗争以前は部落の
子どもは大人しく，学校は平卵］であったとよくいわれる．かれらはたゞ’おしつけられ，教室の片す
みにおいやられて大人しくだまっていただけである．無視されても慎慨することができなかったの
である..かれらに，まえの大人しい状態にもどれと要求してよいものであろうか．かれらは自分達
も同じ中学生だ，教えてもらう権利かあるといゝだ･した．無視されたり，粗末にされたりすれば怒
ることを知った．権利意識に目ざめたのである．　　　　　　　　　　　　　‘
　まだこの権利息識を正しく位置づけ，怒りを仲間みんなの怒りにほりさげ組織することができな
いのである．かれらは途方にくれ，あれ狂って，他の子どもだちからいよいようとまれているので
ある．これにはまづ教師たちが，子どもたちのためにまとまらねばならない．つまり子どもたちを
槃団の中に組み入れるために教師たち自らがまづ集団にま･とまるのである．教師が集団にまとまる
ためには，どうしても勤評体制に対して，息の長い斗いをいどまねばならない．
　教育の正常化かすゝんだといわれながら，高知県の子どもだ･ちは荒れている．何も高知県だけの
現象ではないか．教師吟暴行を加えるもの，万引をするも,の，学校の校具をこわすも･のなどかあ今
をとわない．警察の統計によれば高知は学生生徒犯罪者率は全国で８～９位であるという．都市ら
しい都市は高知市だけであるのに，この高い率は何に原因があるのであろうか.，ともかく気になる
率である．　　　　　　　　　　　　　　　　ト
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国　平　均
小　学　生
37年　1　38年
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中　学　生
37年　1　38年
22.3
17.6
15.8
17.9
11.7
17.9
15.4
15.3
14.5
13.6
12.1
10.4
11.7
11.0
23.4
19.1
17.8
17.1
13.2
18.9
17.6
,17.6
14.6
15.8
12.5
13.8
10.1
11.8
(昭和37 ・38年)
高　校
37年
-
9.2
?????????????????????????? ．? 。
7.1
　生
-
38年
-
9.6
11.2
10.3
7.2
????????? ?????????
5.6
7.5
5.4
??????? ??????
合
一
37年
14.5
12.4
11.6
12.9
　9.6
11.5
10.5
10.2
????????????? ??????? 。?
注．学生1,000人当り犯罪者率を示す．ただし小学生については４学年以上の生徒数とした．
29
計
-
38年
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12.0
12.0
11.9
11.4
11.0
10.1
10.0
　8.6
　9.1
　8.2
　8.2
　非行少年を補導するために少年補導センターがつくられている．すでに昭和34年８月からその具
体的な計画がすゝめられ，昭和35年41月から福祉教員水田精喜氏が最初の主事となる．昭和38年よ
り正式に高知市教委に移管されている．数名の福祉教員が補導主事となり，今では警察の少年係や
ママポリスたちと協力して少年の補導に当っている．警察と提携して補導することに反撥する一部
の旧福祉施教員や先進的な教師もおる．なるほど，非行児を簡単に警察に渡してしまうのは教育の
敗北である．しかし，今日の少年不良化問題は日本の社会矛盾に深く根ざしている．学校だけで背
おえるものではない．一人の落伍者もだすまい，底辺教育に徹しようというのは姿勢であり理念で
ある．しかし，実際の上ででゝくる１人２人のために他の多くの子どもに迷惑をかける場合も少く
ないのである．高知のいわゆる原則主義は理念どまりであり，実際の方法まで及ぽせば無理がでゝ
くるのである．また，非行児を出すまい，非行児の処理を適確にしようという教育は福祉教育ない
し同和教育の中核ではない．階級的理念に立っての解放理論，これにもとづいての解放教育こそ
がほんものゝ同和教育である……などゝいわれる．全くその通りである．しかし勤評体制かつよま
り，多くの教師たちもこれにそっぽをむきだした今日である．原則論のくりかえしが一体何になる
というのであろうか．
　おわりに，２つのことを付け加えておこう．谷内照義氏は昭和36年４月から朝倉中学校長に転出
した．こんどは校長として部落の子どもだちから落伍者を出すまい，･かれらの学力を引き上げよう
とかれ一流の独自の同和教育を展開している．
　その後，県教委はつゞけて同和教育の手引書を出している．三つの輪（昭和35, 1)傾斜のある
社会（昭和36. 8)など．内容が次第に勤評体制むきになってきたことは否定できない.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和39年９月24日受理）

